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１．	はじめに	

	京都女子高校「ウィステリア科」では、専門学科ら

しい取り組みを数多く行っている。その中に学校独

自の専門教科の履修がある。筆者は「特講数学」を

担当し、主に統計教育を通して自分の意見をまとめ、

アウトプットできる力の育成に努めている。そのウ

ィステリア科の開設から７年間、教育情勢は刻々と

変化し、多くの学校で ICT 機器を活用した実践事例

が多数報告されている。そこで、2015 年度の｢特講

数学｣の授業では、目標となる力をより効果的に身に

つけるために、生徒が所持しているスマートフォン

を授業で用い、「Pingpong」というリアルタイムアン

サーチェックシステムのアプリを利用したアクティ

ブ･ラーニングを目指した授業を実践した。ここでは、

この ICT 機器を用いた特講数学の授業についての取

り組みを紹介しながら、これらを通して生徒につけ

てほしい力とは何かを考えていきたい。	

	

２．	特講数学の授業のねらいについて	

	 高校３年生の「特講数学」を履修するウィステリ

ア科の生徒たちは、京都女子大学への進学を前提に

している。京都女子大学ではほとんどが文系学部で

あるために、彼女たちに微分や積分といった内容が

必要になることはほぼないと考えられる。そこでこ

のような学習環境の生徒たちに必要な数学の素養と

して、新聞や雑誌などに掲載されている表やグラフ

を正確に読み取る力をつけてほしいと考えた。日頃

から目にするマスコミ等の統計資料は、その訴えた

い内容によって、よりゆがめられて作られているケ

ースも多く、正確に読み取る力や素質がないとだま

されてしまうことも多くある。こういった力こそが

文部科学省が提唱している「生きる力」であり、す

なわち「いかに社会が変化しようと、自分で課題を

見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行

動し、よりよく問題を解決する資質や能力」である

と考えた。	

３．	京都女子高校の ICT 環境について	

	 近年、多くの学校で ICT 環境が整えられ、それを

授業に活用している例を多く見るようになった。そ

れに伴い、京都女子高校でも徐々にではあるが ICT

環境を整えつつある。	

	 現在、情報教室は３教室あり、ノート型とデスク

トップ型のPCを整えた教室が各１教室、英語の授業

で利用されるLL機能を有するPC教室が１つある。

LL教室は不定期の利用にとどまっているが、デスク

トップ型PCの教室は、主に中学校技術家庭科の情報

分野の実習に、ノート型PCの教室は高校の教科「情

報」の実習に使用されており、これら２教室につい

ては稼働率も高い。	

	 これら以外に、図書館では無線 LAN 環境を整え、

それに接続できるノート型PCが40台整備されてい

る。ここには 1 クラスの生徒の人数が入ることがで

きる閲覧室があり、そこでこれらの機器を用いて調

べ学習などの授業ができるようになっている。現在

の稼働率がそれほど高いわけではないが、利用して

いる教員も多い。	

	 これら以外の各教室には、常設の機器は存在しな

い。学校として、液晶ディスプレイ＋DVD プレイヤ

ーという組み合わせの移動可能なワゴンが数台あり、

それらを教室に運んで利用することができるように

なっている。またプロジェクタやスクリーン等も使

用できるようになっている。	

	 これらからわかるように、本校では各教室で無線

LAN が使えるなどの設備はまだ整っていない。この

ような学校はまだまだ多く存在すると思うが、その

ような環境で行った ICT 機器を用いた教育がどこま

でできるか試してみたかったということもあり、今

回の実践に踏み切った。	

	

４．	授業で用いるICT機器について(教員側)	

	 先に述べた普通教室の環境でこの授業を行うため、

毎時間ICT機器を持ち込むことになる。	
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	 まず、提示装置としてのプロジェクタは EPSON の

EB536WT という機種を用いている。このプロジェク

タの特徴は、電子黒板機能内蔵の超短焦点のもので、

教卓の上に置いて簡単に使うことができる。重さも

3.9kg でこれまでの製品と比較してもかなり軽くな

った。(とはいうものの、毎時間の持ち運びはやはり

大変であるが。)	またスクリーンはIZUMIの72型マ

グネットスクリーンを用いた。これについては輝度

が明るすぎるという声も多かったため、あまり使わ

ずに直接黒板に映し出して使うことも多かった。	

	 これらに接続する出力機器として用いたのはiPad	

miniである。私の個人所有のものであり、このプロ

ジェクタと HDMI ケーブルを介して接続し使用した。

これまではプロジェクタはパソコンと接続するのが

普通であったが、HDMIケーブルの普及やタブレット

機器の発展に伴って、パソコンでできることはほぼ

タブレットでもできるようになった。さらにHDMI接

続の利点は、画像だけでなく音声も 1 つのケーブル

で接続できるところであり、非常に便利である。今

回、この ICT 機器を用いた授業に踏み切れたのも、

パソコンの持ち運びがないという要素が非常に大き

い。しかし、私のiPad	mini は Wi-Fi 機能しか搭載

されていないため、授業で用いるときには、同時に

自身のiPhone5sも携帯し、そちらのテザリング機能

を用いてiPad	miniをネット接続することにした。	

	

５．	授業で用いる ICT 機器・アプリについて

(生徒側)	

	 この特講数学の授業では、いま述べた教員側の機

器だけで授業を行うのではない。生徒にも機器を用

意してもらった。それが各生徒個人所有のスマート

フォンである。これについてはiPhoneでもアンドロ

イドでもどちらでも構わないが、スマートフォンで

なければ参加できない。そして、この授業では｢Ping	

Pong｣というアプリケーション(以下アプリ)を各自

インストールしてもらっている。これはリアルタイ

ムでアンサーチェックができるアプリで、教員側の

機器と各生徒側の機器とをネットを介して接続すれ

ば、教員側の機器から質問を投げかけるだけで生徒

側の機器に回答画面が表示され、その回答が教員側

の機器で集計されるシステムである。教員側の機器

はプロジェクタに接続されており、その画面は常に

黒板に投影されていて生徒とともに確認できる。質

問は、○×の２択式、A〜Dの４択式、A〜Eの５択式、

テキストで自由に答える形式、描写(自由に絵を書い

て答える)形式の５つの回答形式に対応している。し

たがって、生徒は授業を「ただ聞くだけ」ではなく、

教員側から入力を求められると、全員が意思を表示

することができ、それが即座に反映され、プロジェ

クタを通して生徒たちの意見が黒板に映しだされる

わけである。	

	

６．	特講数学の授業の進め方	

	この環境のもとでの授業の進め方であるが、今年度

については年度途中からの使用になり、実際に使い

始めたのは６月中旬からである。これは授業内容の

項でも述べたように、具体的な表やグラフから、正

しく事実を読み取る練習を行いはじめた時期である。

７月で一旦１学期が終了することから、まずはアプ

リの使い方をきちんと身につけるために、授業で使

用しているデータについての質問をいろいろな角度

から繰り返して聞いてみた。	

	 例えば、人口ピラミッドのグラフを扱った回では、

「このグラフのどのようなところが特徴的だと思う

か」とテキスト入力形式で質問をして答えさせたり、

ＣＤシングルやアルバムの売上データを扱った回で

は、生徒の１年間のＣＤシングルやアルバムの購入
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金額を５択で質問したりした。生徒たちはさすがデ

ジタルネイティブ世代であることもあり、すぐに使

い方をマスターした。	

	 ２学期に入り、それをもとに、より効果的に使う

授業を行った。特に後半の授業では実践練習として

新聞や Web に載っている実際のデータを元に自分の

考えや意見をまとめる練習に特化していたので、大

変有効に働いた。実践練習の初回では、「小学校の英

語教育」の是非について考える回であったが、この

授業ではまずそれについて賛成か反対かを○☓方式

で質問した。またさらに、自分の意見としてその理

由をテキスト形式の質問として行った。	

	 いずれにせよ、聞きたいことがすぐに聞け、その

回答が瞬時に集計されるので非常に有効に働いたと

思う。	

	

７．	スマートフォンを用いたメリット・デメ

リットについて	

	 この授業では上手くいった部分とそうでない部分

がはっきり別れたように思う。ここではそのメリッ

トとデメリットについてまとめたいと考える。	

	

(1)メリット	

	 ①したいと思ったことがすぐにできる(効果的に

双方向性が出せる)	

	 このアプリでは聞きたいことがすぐに聞けて、そ

の場で集計できることに大きなメリットがある。思

いつきの質問をすることもでき、非常に有益である。

生徒たちにとっては全員がその授業に参加している

実感が得られるため、一体感がうまれる。これは黒

板とチョークだけを使って行う普通の授業ではなか

なかできないことを、容易に実現させてくれるもの

である。 
	

	 ②いろいろな形式の質問をすることができる	

	 ２択から５択までの選択形式の質問以外に、テキ

スト形式での回答を求めることができる点が非常に

大きい。「このグラフについて特徴的なところを指摘

しなさい。」のような文章入力を求める質問にも簡単

に答えることができ、ただ選択する回答方法だけで

ないところが大きな利点である。質問の幅も広がり、

様々な形での問いを生徒たちに投げかけることがで

きる。	

	

	 ③全員の意見を汲み上げることができる	

	 普通の授業ではクラスの数人に意見を求めるのが

精一杯であるが、このアプリで質問すれば、全員の

意見を瞬時にして集めることができる。普段なら自

分で発言することのないような生徒の意見も取り上

げることができる。全員の意見が黒板に映し出され、

生徒たちも授業に参加している実感を得ることがで

き、モチベーションの維持にもつながる。	

	

	 ④生徒の理解度を容易に把握することができる	

	 今回の実践では、テキストでの回答を求めた際に

ほとんど回答が集まらなかったことが時々あった。

これは発問の仕方がよくないか、発問が理解できて

も何を答えればいいのかがわからないなど何か理由

があってのことだった。このアプリを通して、授業

の理解度を把握することもでき、非常に有益なコミ

ュニケーションツールとして使うことができたと感

じる。	

	

	 ⑤Evernoteと連携できる	

	 このアプリは Evernote と連携をとることができ

て、回答データを残すことができる。複数のクラス

で同じ質問をした結果の比較など後になって利用す

ることもでき、非常に便利であった。	

	

	 ⑥機器のメンテナンスを個人に任せられる	

	 端末として個人のスマートフォンを利用している

ので、機器のメンテナンスを学校がする必要がない

点においては非常に便利であった。自宅にスマート

フォンを忘れてきたり、充電が切れたりした生徒に

は、私のもので代用させたが、そのようなことはほ

とんどなかった。	

	

(2)デメリット	

	 ①スマートフォンを持っていない生徒がいる	

	 時代は進んだとはいえ、クラス全員がスマートフ

ォンを持っているわけではない。今回、各クラス１

～２名がスマートフォンを所持しておらず、私物を

貸して授業を乗り越えた。ただ、途中でそれらの生

徒の家庭で話題になったようで、少し申し訳なかっ

たが、9 月ごろには全員が本人所有の機器を使用す

ることになった。	

	

	 ②投影する画面サイズに制限がある	

	 当初 iPhone5s を直接プロジェクタに接続して使

用していたが、プロジェクタはiPhoneの画面サイズ
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しか認識できずに非常に狭い範囲での投影で常にス

クロールして使用していた。そこで、iPad	mini を

使用することにした結果、以前よりはるかに投影面

積が増え、見やすくなった。実施にやってみないと

分からないことも多く、機器の特性を考えながら微

調整を繰り返し行っていかなければならないのは少

し難しいと感じた。	

	

	 ③授業に関係のない書き込みをするものがいる	

	 自分の意見が匿名で映し出されるのをいいことに、

授業内容と関係のない書き込みをする生徒が現れた。

多くの生徒がそんなことに反応もせず、書き込みを

した生徒は恥ずかしい思いをすることになったので

すぐに収束したが、いろいろなことが起こる前提だ

けは考えておかなければならないと感じた。	

	

	 ④PingPong以外のアプリを起動して授業に参加し

ないものが出る	

	 このアプリはログイン人数が画面に表示されるが、

これがクラス人数と合致しないことも多い。機器の

トラブルもあるが、TwitterやLINEなどの別のアプ

リを起動して授業に参加していない生徒もいたこと

が、授業が進むにつれてわかった。このようなこと

については想定内ではあったが、年度末に取ったア

ンケートでは、約４０％の生徒が別のアプリを起動

したことがあると答えていた。匿名での回答システ

ムがこのような結果を生んだ可能性もあり、常に１

００％の状態で参加させることは難しいが、授業の

運営方法も考えなければならない。	

	

⑤PingPongアプリの動作が不安定である	

	 このアプリで４０名全員と長時間接続するのが難

しいようで、授業開始時に接続できていても、一定

時間操作がなければ落ちてしまう生徒が続出した。

その度に再ログインさせなければならず、結構手間

取った。このような現象については報告されている

ようで、バックグラウンドで起動しているアプリが

多いと、この現象が多発するようだが、なかなか改

善されず、最後まで悩まされた。	

	

８．	今後の展開および課題	

今年度の授業については、まずアプリの使用に重

点を置いたため、授業運営上の様々な課題が浮き彫

りになった。授業でのスマホの使用自体による弊害

など、当初から想定できたことについては、思い通

りの結果となり、年度途中である程度の修正も試み

たが、今後は年度当初からきちんとした形での授業

運営を考えたい。授業中のスマホ利用ガイドライン

についても定める必要があることを強く感じた。	

	 また、特講数学の授業内容に関しては、日常生活

で話題になっている社会問題についての統計資料を

扱うため、数学だけでなくそれらについての知識や

客観的な意見も持たなければならない。内容的には

現代社会で扱うようなものも多く含まれるため、あ

くまでも数学的見地からどのように分析するのかに

重点を置いて授業を組み立てなければならない。そ

ういった意味でも、他教科の教員との連携や、他の

授業とのコラボレーションなど、複数の視点から１

つの資料を分析することで、様々なものの見方を身

につけることが大切になるため、このような手法も

考えていく必要があると思う。	

	

９．	おわりに	

	 これまで本校では、ICT 教育に関する授業環境が

整っていないので、それを利用した授業を行うこと

はできないと諦めていた。しかし、社会全体のテク

ノロジーの進化に伴い既存の概念を捨てることで、

本校でどれだけのことができるかを試みようという

考えに至った。それを実際に試行することによって、

案外、多くのことが効果的に行えることが実証され

た。したがって、かつてよく耳にした「そんなこと

を言っても、環境が整っていないからできない。」と

言う言い訳も、現代の環境では通用しなくなり、教

員のやる気さえあれば、ある程度のことは十分に実

現可能であることが分かった。さらにこの授業では

生徒が主体的、探求的に取り組むスタイルが自然に

確立されるため、アクティブ･ラーニングの取り組み

の 1 つとして、より発展させた形を考えていきたい

と思う。	

	 2020年度には大学入試改革が行われることとなり、

その問題サンプルも公表されている。その中では、

国語の問題でグラフを読み取りその結果をもとに総

合的な判断を要求される問題が出題されている。こ

の例のように、今後、各教科で身につける力は、そ

の教科だけでつけていくのではなく、総合的な学力

が必要となってきている。この実践をきっかけに、

ICT を効果的に活用することで、これからの時代に

必要となる力がどのようなものなのかを理解し、生

徒たちが身につけていけるよう研鑽を重ねていきた

いと考える。	
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